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（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

秋田県八郎潟町  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本実施計画に係る企画・調整や各補助事業に指導等は以下の担当課が行う。
八郎潟町教育委員会教育課：各補助事業における文化財の取り扱い等に関する指導・調整等
八郎潟町産業課 ：文化財の情報発信に関する連帯等

本補助事業は次の団体が実施する。
八郎潟町伝統文化活性化実行委員会

  構成団体 一日市郷土芸術研究会・八郎潟町観光協会・秋田音頭一日市盆踊り伝承サークル

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

八郎潟町の伝統文化を活かした地域活性化事業

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

 人と地域が輝く心豊な協働のまちの実現に向けて平成28年3月に第6次八郎潟町総合計画を策定して、その遂行にあ
たっている。基本理念に恵まれた自然、伝統文化など地域の特性を活かしながら新たな時代を拓く人を育み、活気
あるまちづくりを目指すことを掲げている。基本計画においても「願人踊」「一日市盆踊り」をはじめ、自然・文
化・歴史など地域資源を活用した産業観光の強化によるにぎわいと活力あふれるまちづくりを図っている。

こうした施策に基づき、秋田県無形民俗文化財である「願人踊」「一日市盆踊り」及び八郎潟の文化に関する歴
史に基づく正しい継承活動をとおしての地域活性化、観光資源として活用することによる経済的活性化も目指し
「八郎潟町の伝統文化を活かした地域活性化事業」として下記の事業を実施する。

※第6次八郎潟町総合計画（http://www.town.hachirogata.akita.jp/upload/download/download.pdf2434.pdf）

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～ 平成 31 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

人口6千余人の当町において伝統文化は少子高齢化による後継者の減少に直面しているが、町民の伝統文化への関
心を高めることにより伝統文化の確実な継承に繋がるとともに、伝統文化を観光資源として活用した地域の活性化
が期待されるとともに伝統文化の継承の核となる保存団体の会員数と踊りや囃子を指導できる保存員の維持及び増
加を図る機会となる。

また各団体が本事業に関わることにより、連帯・協力体制の醸成により新たな町の活性化にも繋がる。

本事業は八郎潟町の伝統文化保存団体、観光協会等文化、観光に関わる団体により実施するものであるが、これ
を機会に今後八郎潟町の歴史文化基本構想についても協議する機運となることも目指す。

地方公共団体
担当部局課

八郎潟町教育委員会教育課

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

～平成28年度交付決定額： 2,380 千円 平成29年度申請額： 16,840 千円

様式１－１



設定根拠１： 八郎潟町の人口社会減の状況から、現状維持から若干の増を設定

人 人人 人 人 人

設定根拠２： 平成28年度までの毎年度平均伸び率0.3％に対し、2倍の0.6％を設定

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32

②③

目標値２： 平成 28 年度 15 人 ⇒ 平成 31 年度 20 人

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２：

年度

祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 保存団体会員に占める踊り・囃子を指導する保存員数 関連事業:

28 年度 36 人 ⇒ 平成 31

目標区分１： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分１： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 一日市郷土芸術研究会会員数 関連事業: ①

年度 40 人目標値１： 平成

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

人 人 人 人 人 人

様式１－１別紙①



 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 八郎潟町の文化遺産情報発信パンフレット作成 実施団体： 一日市郷土芸術研究会・八郎潟町観光協会

30 年度 平成 31平成 年度 平成

具体的な指標： 町内公共施設での年間上映回数、町内図書館等における年間貸出回数

目標値：

・記録映像の貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）評価指標区分：

事業③：
願人踊及び一日市盆踊りを記録する映像作成事
業

実施団体：
一日市郷土芸術研究会
一日市盆踊り伝承サークル

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 願人踊・一日市盆踊りの知名度向上指標として公演依頼の頻度

目標値： 平成 28 年度 10

～ 平成 31 年度

事業概要：
願人踊・一日市盆踊りをはじめとする八郎潟町文化遺産を紹介するパンフレットを作成し、町内
外へ情報発信する。

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 29 年度

31 年度 平成 32 年度

回 回

29 年度 平成 30 年度 平成

回

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

回 ⇒ 平成 31 年度 15

～ 平成 31 年度

事業概要：
町内小中学生を対象にした伝統文化普及啓発講座を開催して地域の伝統文化への理解と後継者確
保を図る。

事業②： 小中学生八郎潟文化遺産普及啓発事業 実施団体： 一日市郷土芸術研究会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度

回回 回 回

％

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

％ ⇒ 平成 31 年度 57

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 次年度以降の小学生の「子ども願人踊」「子ども盆踊り」への参加率の維持

目標値： 平成 28 年度 57

％％ ％ ％

31 年度 平成 32 年度

％ ％

29 年度 平成 30 年度 平成

平成 31 年度 50 回

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 0 回 ⇒

～ 平成 31 年度

事業概要：
願人踊と一日市盆踊りの歴史と行事の全容を記録する映像をそれぞれ作成し、今後の正しい継承
を
図るとともに情報発信にも活用する。

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 29 年度

回 回 回

年度 平成 32 年度

回 回 回

年度 平成 29 年度 平成

様式１－１別紙②



～ 平成 29 年度

事業概要：
八郎潟町の無形民俗文化財である願人踊・一日市盆踊りの用具等を整備することのより、伝統的
様式を継承する。

事業④： 願人踊・一日市盆踊りの用具等整備事業 実施団体： 一日市郷土芸術研究会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度

人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

人 ⇒ 平成 31 年度 40

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 一日市郷土芸術研究会の会員数

目標値： 平成 28 年度 36

人人 人 人

31 年度 平成 32 年度

人 人

29 年度 平成 30 年度 平成


